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学位論文の概要 
 
論文題目「国際参加型民主主義観測所 OIDP の取り組みからみる市民参加に関する都市

間交流と民主主義への試み」 
 

本研究は、「国際参加型民主主義観測所 OIDP（スペイン語名 El Observatorio Internacional de 

la Democracia Participativa 以下、OIDP 英語名 The International Observatory on Participatory 

Democracy）の取り組みからみる市民参加に関する都市間交流と民主主義への試み」と題し、

全 7 章から構成されている。 

第 1 章「研究の概要」では、本研究の背景、目的、対象、方法、構成、を提示している。

本研究では、ラテンアメリカ、ヨーロッパにおける「都市の民主主義」の実現を目指す都

市間ネットワークである OIDP の取り組みに着目している。2001 年から現在まで実施され

る国際会議や市民参加表彰活動に登録された 152 事例の市民参加プログラムの分析を通じ

て、OIDP ネットワークの特徴と、個別の都市の民主主義の改良との相互作用を明らかにす

るとしている。 

第 2 章「OIDP の設立と組織、活動実態」では、OIDP の設立過程を、軍事政権後のポル

ト・アレグレ、第二次大戦後のサン・ドニ、独裁政権後のバルセロナといった 3 都市の歴

史と全体主義との対比から概観している。OIDP は設立以来、バルセロナを技術事務局とし

て、2014 年現在、71 カ国 615 都市から成り、毎年ラテンアメリカ・ヨーロッパの都市で交

互に国際会議を実施し、開催都市は OIDP ネットワーク代表都市として国際会議の運営、年

次目標の設定、市民参加プログラムの表彰・報告会を実施している。また OIDP では、「参

加型民主主義」を厳密に定義せず、その目的や組織運営、活動内容を各メンバー都市の意

思決定や行動に委ねているとし、都市の多様性と民主主義を尊重する OIDP の特徴を明らか

にしている。 

第 3 章「OIDP に蓄積される市民参加プログラムの特徴的要素」では、2006-2012 年の市

民参加表彰活動にノミネートされた 152 の市民参加プログラムの事例に着目し、その申請

書から把握した各プログラムの要素を基に GIS データベースを作成し統計的、地理的に分

析している。その結果、13 指標 109 項目から成る要素から、行政組織とそれ以外の主体(市

民組織や学術機関、他 9 種）の推進主体の組み合わせと、ラテンアメリカ、ヨーロッパの 2

地域から大別される、ラテンアメリカ型の動態的な主体による手法の移転、ヨーロッパ型

の自治体を中心とした市民参加の手法の普及という全体的な傾向を把握するに至っている。 

第 4 章「OIDP の市民参加表彰活動にみる都市間交流」では、前章と同一の 152 事例の市

民参加プログラムを対象に、各申請書の記述から、都市名、国際機関、学術機関、ネット

ワーク、参加の手法、法制度といった固有名称を抽出し、他の事例におけるそれと照合し、

対応する事例間の具体的な出来事や活動を把握し、次の 6 つの都市間交流を明らかにして

いる。市民参加の手法に関わる交流として、予算運営の市民参加モデルである参加型予算
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を介した交流（交流 1-3）、共同プロジェクトを介した都市間の交流（交流 4）、また隣接す

るバルセロナ周辺の自治体による都市間交流（交流 5）、バリオ、ファベーラといった地区

改良に関わる交流（交流 6）である。また各交流に関わる市民参加プログラムの特徴を示す

と共に、交流を地理的かつ時系列で把握し交流に関わるラテンアメリカ、ヨーロッパ相互

で活動する、大学や国際機関等の主体も明らかにしている。 

第 5 章「市民参加プログラムを介した都市間交流と民主主義への意識」では、前章と同

一の 152 事例の申請者を対象としたアンケート調査及び現地調査により、市民参加の手法

の改良とそれを介した都市間交流の実態と意識、また「都市の民主主義」に関する意識に

ついて、3，4 章で得られた結果と共に分析をしている。その結果、交流 5 に示したバルセ

ロナの周辺自治体では、バルセロナ県やカタルーニャ自治州との市民参加プログラムを介

した交流を確認できるが、一方で国内の法制度や経済状況、上位政策主体の変化に左右さ

れ得るということを明らかにしている。また交流 6 に対応するメキシコ・シティの地区改

良プログラムの交流は、都市内の市民組織や専門家と共同した国外の都市との都市交流で

あり、自国政府への不信に起因する市民参加プログラムの改良に向けた交流であることを

明らかにしている。一方で、交流 1 と対応するコルドバでは、長きに渡る独裁体制や軍事

政府によって阻まれてきたコルドバの「都市の民主主義」の価値をゆるぎのないものとす

る、という行政側からの働きかけを明らかにしている。 

第 6 章「バルセロナ、メキシコ・シティにおける都市の民主主義」では、市民参加プロ

グラムの改良や都市間交流（交流 5、6）の中心となるメキシコ・シティとバルセロナ 2 都

市を対象として、近代国家成立以後の都市の変遷における市民組織、都市間交流の取り組

みを分析している。バルセロナ市では、独裁体制下におけるカタルーニャ語をはじめとす

る文化的な抑圧、メキシコ・シティにおいては居住地からの強制退去といった、文化や土

地とその上に成り立つ市民の運動の歴史や国連、EU といった国際機関からの支援の歴史を

述べている。さらにバルセロナでは民主化以後に欧州委員会との協力のもと進められてい

た自治州の設置をはじめとする地方分権化の推進の中で OIDP が設立されたと述べている。

またメキシコ・シティでの地区改良プログラムの継続を保障する法整備や財源の確保の試

みは、OIDP への参加をきっかけとして開始されたことを明らかにしている。 

第 7 章「総合考察」では、各章で得られた成果をまとめ、結論を述べている。 

以上本研究は、ラテンアメリカ、ヨーロッパの都市間で形成される「都市の民主主義」

を目指す OIDP ネットワークの取り組みから、個々の市民参加の手法の特徴とそれを介した

都市間交流を明らかにし、個別の都市で形成される市民の文化や土地に結びつく「都市の

民主主義」の実現に向けた独自の都市交流と手法の相互改良を論じたものである。 
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The diverse form of citizen participation in the urban settings can be 

understood as acts trying to recover their own local systems against standardization 

and popularization in public authorities or large-scale policies. Therefore, considering 

the level of citizen participation in a certain city may lead to reconsidering the state of 

its democracy, helping us to come up with a clear vision of a democracy itself. Especially, 

the cities in the region of Atlantic rim, like Latin American and European cities, have 

been experiencing fascism and authoritarianism politics based on the monocracy until 

recent years. 

This study focuses on the International Observatory on Participatory 

Democracy (IOPD), an international network mainly between Latin American and 

European cities aiming to promote “democracy of the city”. The aim is to identify the 

character defined in the process of its establishment, and the specific interaction 

between the member cities of IOPD which are improving participatory approach in 

mutual relationships. This study is conducted by analyzing 152 participatory programs 

nominated for “Best Practice of Citizen Participation” awards of 2006 – 2012, which was 

given in annual Conference of the IOPD.  

As a result of the analysis, this study describes the 6 specific relationship 

improving the participatory approach, such as participatory budget, participatory 

planning, developing the community and usual communication between the cities 

around the Barcelona. In addition, present a theoretical framework explaining that 

individual efforts to improve their democracy of the city may lead to create the network 

of IOPD for the democracy of the city as a whole in the Latin America and European 

regions. 

 


